








































実施している「社会生活基本調査」の結果をみると、2006 年から 2016 年




















2005 年と 2020 年調査を比較し検討する。
Ⅱ．調査方法
まず、2020 年調査に関して取り上げる（表 1）。　




回　　答 有効回収票：郵送した 388 票のうち 197 票（パックを受けた







配 付 群 136（93.8） 9（6.2） 145（100.0）
無 配 付 群 46（90.2） 5（9.8） 51（100.0）
表１-２　家族人数
3人 4人 5人 6人 7人 合計（％）
配 付 群 35（24.1）　　　　　　　　66（45.5） 28（19.3） 14（9.7） 2（1.4） 145（100.0）
無 配 付 群 17（33.3） 23（45.1） 7（13.7） 3（5.9） 1（2.0） 51（100.0）
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表１-３　母親の年齢
20～24 25～29 30～34 35～39 40～44 45歳以上 合計（％）
配 付 群 2（1.4） 13（9.0） 55（38.2） 40（27.8） 26（18.1） 8（5.6） 144（100.0）
無 配 付 群 2（4.0） 8（16.0） 16（32.0） 16（32.0） 8（16.0） 0（0） 50（100.0）
表1-４　父親の年齢
20～24 25～29 30～34 35～39 40～44 45歳以上 合計（％）
配 付 群 １（0.7） 13（9.0） 40（28.0） 41（28.7） 35（24.5） 13（9.0） 143（100.0）
無 配 付 群 3（6.0） 2（4.0） 14（28.0） 17（34.0） 7（4.0） 7（4.0） 50（100.0）
表1-5　母親の職業
専業主婦 パート フルタイム 育児休業 その他 合計（％）
配 付 群 60（41.4） 45（31.0） 30（20.7） 8（5.5） 2（1.4） 145（100.0）
無 配 付 群 32（62.7） ７（13.7） 10（19.6） 0（0.0） 2（3.9） 51（100.0）
表1-６　子どもの性別
男 女 合計（％）　
配 付 群 81（56.2） 63（43.7） 144（100.0）
無 配 付 群 29（56.8） 22（43.1） 51（100.0）
表1-７　第何子か
第1子 第2子 第3子 第4子 合計（％）
配 付 群 61（42.1） 57（39.3） 17（11.7） 10（6.9） 145（100.0）
無 配 付 群 27（52.9） 19（37.3） 5（9.8） 0（0） 51（100.0）
表1-8　子どもの数
1人 2人 3人 4人以上 合計（％）
配 付 群 39（26.9） 69（47.6） 26（17.9） 10（6.9） 144（100.0）
無 配 付 群 19（37.3） 24（47.1） 6（11.8） （3.9） 51（100.0）
表1-9　子どもの通園状況
保育園 幼稚園 認定こども園 どこにも行っていない その他 合計（％）
配 付 群 38（26.6） 52（36.4） 28（19.6） 19（13.3） 6（4.2） 143（100.0）




の年齢は、30 ～ 34 歳が最も多いが、35 歳以降も３割近くで多く、つい
で 40 歳以上も２割いて全体的に年齢が高い方にシフトしている。同様に、


















調査期間 2004 年９月～ 2005 年３月
調査対象 ３歳児健診受診対象者の父母
調査方法 調査票を保健センターからの健診案内を通じ郵送、健診時に回収
回　　答 有効回収票：郵送した 366 票のうち 311 票（パックを受けた






配 付 群 179（88.2） 24（11.8） 203（100.0）　　　　　　　
無 配 付 群 91（85.0） 16（15.0） 107（100.0）　
表２-２　家族人数
3人 4人 5人 6人 7人 合計（％）
配 付 群 43（21.4） 105（52.2） 36（17.9） 8（4.0） 9（4.5） 201（100.0）
無 配 付 群 22（21.0） 58（55.2） 14（13.3） 4（3.8） 7（6.7） 105（100.0）
表２-３　母親の年齢
20～24 25～29 30～34 35～39 40歳以上 合計（％）
配 付 群 ７（3.4） 47（23.0） 92（45.1） 48（23.5） 10（4.9） 204（100.0）
無 配 付 群 7（6.5） 31（29.0） 38（35.5） 27（25.2） 4（3.7） 107（100.0）
表２-４　父親の年齢　　
20～24 25～29 30～34 35～39 40歳以上 合計（％）
配 付 群 4（2.0） 32（15.7） 81（39.7） 51（25.0） 36（7.6） 204（100.0）
無 配 付 群 3（2.8） 26（24.3） 38（35.5） 29（27.1） 11（10.3） 107（100.0）
表２-５　母親の職業
専業主婦 パート フルタイム 育児休業 その他 合計（％）
配 付 群 147（72.1） 28（13.7） 22（10.8） 2（1.0） 5（2.5） 204（100.0）
無 配 付 群 76（71.0） 21（19.6） 7（6.5） 0（0） 3（2.8） 107（100.0）
表２-６　子どもの性別
男 女 合計（％）　
配 付 群 103（50.5） 101（49.5） 204（100.0）　
無 配 付 群 63（58.9） 44（41.1） 107（100.0）　
表２-７　第何子か
第1子 第2子 第3子 第4子 合計（％）　　　
配 付 群 103（50.7） 68（33.5） 25（12.3） 7（3.4） 203（100.0）
無 配 付 群 46（43.4） 50（47.2） 9（8.5） 1（0.9） 106（100.0）
表２-８　子どもの数
1人 2人 3人 4人以上 合計（％）
配 付 群 50（25.0） 112（56.0） 33（16.5） 5（2.5） 200（100.0）
無 配 付 群 28（26.7） 64（61.0） 13（12.4） ０（0） 105（100.0）
28　 三歳児のいる家庭の子育てとブックスタート
表２-９　子どもの通園状況
保育園 幼稚園 どこにも行っていない その他 合計（％）
配 付 群 36（17.6） 24（11.8） 136（66.7） 8（3.9） 204（100.0）
無 配 付 群 20（18.7） 7（6.5） 61（57.0） 6（11.8） 107（100.0）
表２に関してみていくなら、まず、家族形態は、核家族がほとんどで９
割近くである。家族人数は、両群とも４人が５割前後で多く、ついで３
人である。父母と子ども１人が２～３割いる。母親の年齢は、30 ～ 34 歳
が配付群 4.5 割、無配付群が 3.5 割である。次いで、25 ～ 29 歳と 35 ～ 39
歳に山がありそれぞれ２～３割である。父親の年齢は 30 ～ 34 歳が最も多


























配 付 群 97（70.8） 40（29.2） 137（100.0）
無 配 付 群 29（59.2） 20（40.8） 49（100.0）
2005年
している していない 合計（％）
配 付 群 137（67.8） 65（32.2） 202（100.0） ］ｐ＜. 025無 配 付 群 57（53.3） 50（46.7） 107（100.0）
表3-2　父親が絵本の読み聞かせをしていると答えた人は、どれくらいしていますか
毎日 週に４,５日 週に２,３日 週に１日程度 ごくたまに 合計（％）
配 付 群 2（2.1） 10（10.4） 26（27.1） 19（19.8） 39（40.6） 96（100.0）



















配 付 群 8（21.6） 12（32.4） 2（5.4） 10（27.0） 5（13.5） 37（100.0）























とても好き 好き あまり好きではない 全く好きでない 合計（％）
配 付 群 62（45.6） 67（49.3） 7（5.1） 0（0） 136（100.0）
無 配 付 群 19（38.8） 25（51.0） 5（10.2） 0（0） 49（100.0）
2005年
とても好き 好き あまり好きではない 全く好きでない 合計（％）










配 付 群 82（59.9） 55（40.1） 137（100.0） ］ｐ＜. 001無 配 付 群 16（32.7） 33（67.3） 49（100.0）
2005年
ある ない 合計（％）




























配 付 群 75（54.7） 27（19.7） 29（21.2） 6（4.4） 137（100.0） 
無配付群 29（60.4） 8（16.7） 9（18.8） 2（4.2） 48（100.0）
子育て支援
センター
配 付 群  30（21.7） 28（20.3） 44（31.9） 36（26.1） 138（100.0）
無配付群 12（25.0） 10（20.8） 14（29.2） 12（25.0） 48（100.0）
子育てサー
クル
配 付 群 124（89.9） 8（5.8） 3（2.2） 3（2.2） 138（100.0）





ない 利用した よく利用した 合計（％）
子育て支援
センター






























































































全くない あまりない 時 あ々る よくある 合計（％）



























































































配 付 群 67（48.6） 62（44.9） 9（6.5） 0（0） 138（100.0）





配 付 群 51（37.0） 78（56.5） 9（6.5） 0（0） 138（100.0）






配 付 群 38（19.5） 136（69.7） 20（10.3） 1（0.5） 195（100.0）












週に６～７回 週に４～５回 週に２～３回 それ以下 合計（％）
配 付 群 65（47.4） 26（19.0） 40（29.2） 6（4.4） 137（100.0）
無 配 付 群 25（53.2） 11（23.4） 11（23.4） 0（0） 47（100.0）
2005年
週に６～７回 週に４～５回 週に２～３回 それ以下 合計（％）
配 付 群 92（47.2） 33（16.9） 47（24.1） 23（11.8） 195（100.0）








大変よくする まあまあする あまりしない 全くしない 合計（％）
配 付 群 67（48.6） 62（44.9） 9（6.5） 0（0） 138（100.0）
無 配 付 群 18（38.3） 26（55.3） 3（6.4） 0（0） 47（100.0）
2005年
大変よくする まあまあする あまりしない 全くしない 合計（％）
配 付 群 65（33.0） 106（53.9） 24（12.2） 2（1.0） 197（100.0）
無 配 付 群 32（31.7） 43（42.6） 21（20.8） 5（5.0） 101（100.0）
夫婦で会話をすることはどれ位か尋ねたところ（表 4-7）、「大変良くする」
と「まあまあする」を合わせると９割以上が会話をしていることがわかる。





回答選択肢が 2005 年調査では「とてもそうである / そうである / どち
らともいえない / あまりそうでない / まったくそうでない /」となってい
るのに対して、2020 年調査では「とてもそうである / そうである / あま






2005 年と 2020 年調査で比較し、有意差を検討した。その結果、「親が絵
本に興味をもつようになった」（χ2 =7.044　df=１　p＜. 01）と「絵本の
読み聞かせが楽しくなった」（χ2 =6.687　df=１　p＜. 01）の２項目で有






p ＜ . 001）と「図書館の読み聞かせ会等の催しに出かけるようになった」　


















庭との比較、さらに 2005 年調査と 2020 年調査の比較を通して検討した。
その結果以下のことが分かった。


























2005 年調査より 2020 年調査の方が肯定的に答える者の割合が顕著に
高いことがわかった。
2005 年調査で父親の絵本の読み聞かせを喚起する効果が、ブックスター
トにはあることを示唆した。ブックスタートが導入された当時は、絵本は
赤ちゃんのためのものではなかった。その後、赤ちゃん絵本の研究が様々
な分野で進み、新刊絵本が続々と出版され、赤ちゃん絵本だけでも年間百
冊以上刊行されている７）。絵本の読み聞かせは、2005 年当時からみると
一般化してきて、ホームページなどでも０歳児の初期の段階から読み聞か
せを推奨している。絵本の読み聞かせは、子どもの年齢や性別に関係なく
手軽で身近にできるものである。そのため、父親でも気軽に引き受けるこ
とができるツールの一つになった。
また、恵庭ではブックスタートがきっかけで絵本のことはもとより、子
育て支援に関する施策も整備され、多くの事業が展開されている。今回の
調査でもそれが実証された結果となった。恵庭市の三歳児を持つ夫婦で
は、夫の育児時間など詳しく調べてはいないが、国の調査では低調である
のに対して、時間的にも余裕があり、夫婦間の情緒的関係も良く、男性の
育児参加が良いとみられる。
2020 年調査では、サンプル数が少ないこと等が影響し統計的には有意
な差は認められなかったが、明らかに一貫した結果がみられる。今後は、
もう少しサンプル数を多くし調査を進めることが課題である。
コロナ禍の中調査に協力して下さった方々、調査票の送付をして下さった保
健センターの職員の方々、そして統計処理をして下さった北海道大学文学部・
清水香基先生に感謝申し上げます。
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